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都市計画実施要領の
調査項目等は、標準製品仕様書
と整合

＜インプット＞
・データの収集項目
・調査方法・入手方法等
＜アウトプット（作成項目）＞
・原典データリスト（CSV形式）
・調書（CSV形式）
・図面（GISデータ）
・集計表（CSV形式）

（１）都市計画基礎調査実施要領の概要

都市計画基礎調査は、都市計画法第 6 条に基づき、都市における人口、産業、土地利用、交通などの現況及び将来の
見通しを定期的に把握し、客観的・定量的なデータに基づいた都市計画の運用を行うための基礎となるものである。

「都市計画基礎調査実施要領」は、都市計画基礎調査の調査項目や内容の目安を定めたものであり、地方自治法（昭和
22 年法律第 67 号）第 245 条の 4 の規定に基づき行う技術的な助言の性格を有するものである。

〇都市計画基礎調査実施要領とは

〇都市計画基礎調査と都市計画データ製品標準仕様書の関係
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（１）現行要領の課題と改訂の方向性

課題① 現状の実施要領は、必ずしもGIS等のデータ整備を想定していないことから、各項目のデータフォーマットが
不明確であり、地方公共団体によってアウトプットにバラツキあり。

方針① GISデータ（CityGML形式）として整備する内容を明示するとともに、GISデータのフォーマット（ジオメトリ
の種類（ポイント／ポリゴン等）、データ型、単位等）を統一化。 CSVデータ（集計表）についても集計
単位やデータ型を明示。

課題② 収集項目または調書項目などの属性項目に係る記載内容の不整合・表記ゆれあり。

方針② 収集項目または調書項目などの属性項目に係る記載内容の整合性確保・用語の統一等の対応。

課題③ 原典データが複数記載されている場合等の採用ルールがなく、原典データと実施要領の「収集項目／調書」
に不整合（不明確な部分）あり。

方針③ 原典データの採用ルール等の検討、原典データと実施要領の「収集項目／調書」の整合性確保および明示
【原典データの採用ルール（案）】
・データの入手性や全国均質なデータ整備の観点から、オープンデータが存在する場合は、当該データを原典に採用する。
・現状の実施要領にはGISデータに関する記載がない場合でも、最新のオープンデータが入手可能な場合は、実施要領上でもGIS化を検討

例）将来人口メッシュ等
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（１）現行要領の課題と改訂の方向性

課題④ 都市計画基礎調査の調査項目は、複数の出典データから構成されていたり、基礎調査データとしてのデータ作
成時期と原典データが異なることがあるため、原典データの内容や年次等のメタ情報がわかるようにする必要

方針④ すべての調査項目について、標準製品仕様のメタデータファイルと整合するかたちで、＜原典データ＞の
リスト・表を作成
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実施要領について＜原典リスト＞の項目の追加
①全調査項目について、原典リスト（表）を追加。（標準製品仕様と整合を図る）
②複数の原典データのリスト
ⅰ）地物ごとに原典データが異なる場合、原典リストにすべての原典データ名と年次を記載
ⅱ）調書（属性）項目ごとに原典データが異なる場合、項目別に原典データ名とその年次を記載

③原典データについてはリスト化・コード化→標準製品仕様に反映



（２）実施要領の改訂内容と標準製品仕様書内容の関係性（整合性の確保）
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«DataType»
原典資料

+ 資料コード: gml::CodeType
+ 資料作成年: xs::gYear
+ 資料名称: xs::string [0..1]

«DataType»
レコード

+ 原典資料原典資料:  [0..1]

«DataType»
人口規模

+ 区域区分人口規模区域区分: 
+ 男 ～ 歳0 4 : xs::integer
+ 男 ～ 歳5 9 : xs::integer
+ 男 ～ 歳10 14 : xs::integer
+ 男 ～ 歳15 19 : xs::integer
+ 男 ～ 歳20 24 : xs::integer
+ 男 ～ 歳25 29 : xs::integer
+ 男 ～ 歳30 34 : xs::integer
+ 男 ～ 歳35 39 : xs::integer
+ 男 ～ 歳40 44 : xs::integer
+ 男 ～ 歳45 49 : xs::integer
+ 男 ～ 歳50 54 : xs::integer
+ 男 ～ 歳55 59 : xs::integer
+ 男 ～ 歳60 64 : xs::integer
+ 男 ～ 歳65 69 : xs::integer
+ 男 ～ 歳70 75 : xs::integer
+ 男 歳未満15 : xs::integer
+ 男 ～ 歳15 64 : xs::integer
+ 男 歳以上65 : xs::integer
+ 男 歳以上75 : xs::integer
+ 男の合計: xs::integer
+ 女 ～ 歳0 4 : xs::integer
+ 女 ～ 歳5 9 : xs::integer
+ 女 ～ 歳10 14 : xs::integer
+ 女 ～ 歳15 19 : xs::integer
+ 女 ～ 歳20 24 : xs::integer
+ 女 ～ 歳25 29 : xs::integer
+ 女 ～ 歳30 34 : xs::integer
+ 女 ～ 歳35 39 : xs::integer
+ 女 ～ 歳40 44 : xs::integer
+ 女 ～ 歳45 49 : xs::integer
+ 女 ～ 歳50 54 : xs::integer
+ 女 ～ 歳55 59 : xs::integer
+ 女 ～ 歳60 64 : xs::integer
+ 女 ～ 歳65 69 : xs::integer
+ 女 ～ 歳70 75 : xs::integer
+ 女 歳未満15 : xs::integer
+ 女 ～ 歳15 64 : xs::integer
+ 女 歳以上65 : xs::integer
+ 女 歳以上75 : xs::integer
+ 女の合計: xs::integer

«DataType»
都市計画基礎調査テーブル

+ 都道府県コード: gml::CodeType
+ 市区町村コード: gml::CodeType [0..1]
+ 都市計画基礎調査データ項目番号: gml::CodeType
+ 表名称: gml::CodeType
+ 基準日: xs::date
+ 原典資料 原典資料: Sequence< >

«enumeration»
年齢階級別区分

Attributes
+ 総数
+ ～ 歳0 4
+ ～ 歳5 9
+ ～ 歳10 14
+ ～ 歳15 19
+ ～ 歳20 24
+ ～ 歳25 29
+ ～ 歳30 34
+ ～ 歳35 39
+ ～ 歳40 44
+ ～ 歳45 49
+ ～ 歳50 54
+ ～ 歳55 59
+ ～ 歳60 64
+ ～ 歳65 69
+ ～ 歳70 75
+ 歳未満15
+ ～ 歳15 64
+ 歳以上65
+ 歳以上75

«enumeration»
人口増減区分

Attributes
+ 自然増減
+ 出生数
+ 死亡者数
+ 社会増減
+ 転入者数
+ 転出者数
+ その他増減
+ 人口増減計

«DataType»
通勤通学移動

+ 集計項目: xs::string
+ 従業地別移動人数従業地別移動人数:  [1..*]
+ 常住地における就学・通学者数計: xs::integer

«DataType»
従業地別移動人数

+ 集計項目: xs::string
+ 移動人数: xs::integer

«DataType»
人口推計

+ 年齢階級区分年齢階級別区分: 
+ 推計人口推計人口:  [1..*]

«DataType»
推計人口

+ 推計年: xs::gYear
+ 総数: xs::integer
+ 男: xs::integer
+ 女: xs::integer

«DataType»
人口増減

+ 人口増減区分人口規模区域区分: 
+ 年別変化人口年別変化人口:  [1..*]

«DataType»
年別変化人口

+ 年: xs::gYear
+ 変化人口: xs::integer

«DataType»
地区DID

+ 人口: xs::integer
+ 面積: gml::MeasureType
+ 備考: xs::integer

+record 1..*

①原典リスト

②調書・
集計表項目

①原典資料

②調書・集計表項目

＜標準製品仕様書＞

CSV形式出力

CSV形式出力



③①原典データリスト
・属性項目別に原典を表示

②調書の追加
・GISデータとして属性項目を明示
・属性項目は、原典データおよび
作成項目をもとに作成

③ジオメトリの種類の明確化
・小地域ポリゴン以外に500mメッ
シュによる作成を明記

＜改訂内容＞

・項目別に原典データが複数
・位置図のみ（調書なし）
・ジオメトリの種類が不明確

（３）例：C0106 昼間人口

①

②
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①

②

③

④

・調書がない、または、原典データと項目が
異なる（不足）

・ジオメトリが不明確
・データの区分基準が不明確

①調書の追加
・オープンデータである、国土地理院の
道路中心線データの項目をもとに作成
（DRMと同一）

②データの区分基準の明記
・原典データによる区分基準を明示

③ジオメトリの種類の明確化
・地理院の道路中心線データをベースに
ラインで作成

④調書項目の詳細化
・原典データにあわせて、上り・下りの
区分などを追加

＜改訂内容＞

（３）例：C0502 道路の状況 C0601 主要な幹線の断面交通量・混雑度・旅行速度
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C0302 土地利用現況

➀

③

➀背景図の縮尺
・1:10,000、または、1：2,500（追加）
→建物や不動産IDとの連携のための精度

②ジオメトリ―
・敷地ごとに「土地利用ポリゴン」を作成

③「凡例」の追加
・用途別の土地利用ポリゴンの色指定
「面」色指定（RGB）
「縁」色指定（RGB）
「面」パターン・ハッチング

（種類・色）

②

（４）都市計画データの標準描画仕様（例）
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（４）都市計画データの標準描画仕様（例）

C0401 建物利用現況
➀

➀背景図の縮尺
・1：2,500の地形図

②ジオメトリ―
・「建物ポリゴン」データを作成

③「凡例」の追加
・建物ポリゴンの色を指定
「面」色指定（RGB）
「縁」色指定（RGB）
「面」パターン・ハッチング

（種類・色）

②

③
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③

（５）土地利用ポリゴンの標準的な作成手法（案）
・土地利用ポリゴンの作成にあたっては、地番現況図や公共座標系で整備された登記所備付地図の「筆」の形状と整合させることを基本とする。

・具体的には、

➀土地利用ポリゴンの基本単位は「筆」を基本とするとともに、土地利用ポリゴンの境界は、「筆界」と整合されるものとする。

②単一の筆において、複数の土地利用の実態が認められる場合は、代表的な土地利用（筆のなかで面積の割合が大きい用途）を筆の
土地利用用途として採用する。

③地番現況図のGISデータが整備されていない、公共座標系で整備された登記所備付地図が存在しない、筆が現況と著しく異なる場合は、
従来の土地利用ポリゴン作成手法（目視等）に従うものとし、「筆」のデータが整備された場合は、筆データを活用する。

※上記の考え方で土地利用ポリゴン作成方法を規定できるか今後検討予定


